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このドキュメントの使用法

■ 概要 –『Oracle Server X6-2 プロダクトノート』では、Oracle Server X6-2 でサポート
されるハードウェア、ソフトウェア、およびファームウェア、および操作に関する
重要なガイドラインについて説明しています。また、このドキュメントではサー
バーに関する既知の問題についても示します。

■ 対象読者 – これらのプロダクトノートは、システム管理者、ネットワーク管理者、
および保守技術者を対象としています。

■ 必要な知識 – サーバーシステムに関して高い知識を持つユーザーを対象としていま
す。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/
goto/x6-2/docs で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお寄せください。
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Oracle Server X6-2 プロダクトノート

サポートされるファームウェアとオペレーティングシステム、操作に関する重要な
注意点、および既知の問題に関する最新情報については、http://www.oracle.com/
goto/x6-2/docs から入手可能な最新のプロダクトノートを参照してください。

これらのプロダクトノートには、次の情報が含まれます。

説明 リンク

製品ドキュメントライブラリを確認します。 9 ページの「Oracle Server X6-2 ドキュメント」

サポートされるハードウェアを確認します。 9 ページの「サポートされるハードウェア」

サーバーの更新情報を確認します。 10 ページの「サーバーの更新情報」

サポートされるファームウェアのリビジョンを確
認します。

10 ページの「サポートされるファームウェアの
バージョン」

サポートされるオペレーティングシステムを確認
します。

11 ページの「サポートされているオペレーティ
ングシステム」

サポートされる Oracle サーバー管理ツールを確認
します。

12 ページの「サーバー管理ツール」

操作に関する重要な注意点を確認します。 13 ページの「操作に関する重要な注意点」

サポートされる PCIe カードを確認します。 27 ページの「サポートされる PCIe カード」

既知の問題を確認します。 29 ページの「既知の問題」

最新のファームウェアおよびソフトウェアをダウ
ンロードする方法を確認します。

38 ページの「ファームウェアおよびソフトウェ
ア更新の入手」

Oracle Server X6-2 ドキュメント
Oracle Server X6-2 のドキュメントにアクセスするには、http://www.oracle.com/
goto/x6-2/docs に移動してください。

サポートされるハードウェア
サポートされるハードウェアに関する詳細な情報については、次の Oracle Server X6-2
ドキュメントを参照してください。
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サーバーの更新情報

■ 『Oracle Server X6-2 設置ガイド』 の 「サーバーの機能とコンポーネント」
■ 『Oracle Server X6-2 サービスマニュアル』 の 「Oracle Server X6-2 について」

これらのドキュメント内で、次のコンポーネントおよびその他のコンポーネントに関
するサポートされるハードウェアの情報を入手できます。

■ プロセッサ
■ メモリー
■ ストレージドライブ
■ ホストバスアダプタ

関連情報

■ 27 ページの「サポートされる PCIe カード」

サーバーの更新情報

サポートの維持、拡張機能の追加、問題の修正などを行うためのサーバーソフトウェ
アの更新を入手できます。更新には、新しいバージョンのファームウェア (BIOS およ
び Oracle ILOM サービスプロセッサ用)、新しくリリースされたツールやドライバソフ
トウェア、その他のパッケージコンポーネントに対する更新が含まれる場合がありま
す。更新がリリースされると、次のリソースで使用可能な更新の ReadMe ファイルに
変更が記載されます。

■ My Oracle Support (https://support.oracle.com)
■ My Oracle Support から入手可能なサーバーソフトウェアパッケージのダウンロード

My Oracle Support からソフトウェア更新をダウンロードする手順について
は、38 ページの「ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手」を参照してく
ださい。

サポートされるファームウェアのバージョン

Oracle Server X6-2 システムのファームウェアバージョンが 3.2.9.21 以上であることを
確認します。

サーバーファームウェアのバージョンは、既知の問題を修正するために必要に応じて
更新されるため、サポートされるファームウェアのバージョンは時間とともに変わり
ます。
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サポートされているオペレーティングシステム

サポートされているファームウェアバージョンに関する最新情報については、My
Oracle Support にある ReadMe ファイルを参照してください。ダウンロード手順につい
ては、38 ページの「ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手」を参照して
ください。

関連情報

■ 14 ページの「サーバーセキュリティー、ソフトウェアリリース、およびクリ
ティカルパッチの更新」

■ 14 ページの「重要 – 最新の OS 更新、パッチ、ファームウェアをインストール
する」

サポートされているオペレーティングシステム
次のハードウェア互換性リスト (HCL) には、Oracle ハードウェアでサポートされて
いる最新のオペレーティングシステムのバージョンが示されています。Oracle Server
X6-2 でサポートされる最新のオペレーティングシステムのバージョンについては、次
のサイトにアクセスし、サーバーのモデル番号を使用して検索してください。

■ Oracle Solaris – http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.
html

■ Oracle Linux – http://linux.oracle.com/pls/apex/f?p=117:1:
3991604960223967

■ Oracle VM – http://linux.oracle.com/pls/apex/f?p=117:1:
3991604960223967

■ Microsoft Windows – https://www.windowsservercatalog.com/
■ VMware ESXi – http://www.vmware.com/resources/compatibility/search.

php
■ Red Hat Enterprise Linux – https://access.redhat.com/certifications

次の表に、サポートされているオペレーティングシステムや仮想マシンソフトウェア
の一覧を示します。サポートされるオペレーティングシステムおよびソフトウェア
は、リリースごとに蓄積されます。つまり、新しいソフトウェアリリースには以前の
ソフトウェアリリースのすべてのコンポーネントが含まれます。

プラット
フォームソ
フトウェア
リリース

サポートされている最低オペレーティングシステム

1.4 Windows Server 2016

1.3 ■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 4 for Linux を含む Oracle Linux 7.3 for x86 (64
ビット)
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サーバー管理ツール

プラット
フォームソ
フトウェア
リリース

サポートされている最低オペレーティングシステム

■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel 4 を含む Oracle VM 3.4.2

1.2 ■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 4 for Linux カーネルまたは Red Hat 互換カーネ
ルを備えた x86 (64 ビット) 向け Oracle Linux 6.8

■ Red Hat Enterprise Linux 6.8 for x86 (64 ビット)

1.1 ■ VMware ESXi 6.0 Update 2

1.0.1 サポートされているオペレーティングシステムまたは仮想マシンソフトウェアに変更はあり
ません。

1.0.0 ■ Oracle Solaris 11.3 SRU5
■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 4 for Linux カーネルまたは Red Hat 互換カーネ

ルを備えた x86 (64 ビット) 向け Oracle Linux 6.7
■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 4 for Linux カーネルまたは Red Hat 互換カーネ

ルを備えた x86 (64 ビット) 向け Oracle Linux 7.2
■ Oracle VM 3.4.1
■ Red Hat Enterprise Linux 6.7 for x86 (64 ビット)
■ Red Hat Enterprise Linux 7.2 for x86 (64 ビット)
■ VMware ESXi 6.0 Update 1
■ Windows Server 2012 R2

関連情報

■ 13 ページの「システムの最新ソフトウェアリリースへの更新」

サーバー管理ツール

サーバーでは、次の単一システム管理ツールが使用できます。

■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) – 詳細は、http://www.oracle.com/
goto/ilom/docs で Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.2 ドキュメントラ
イブラリを参照してください。

注記 - 新しい Oracle ILOM の機能については、『Oracle ILOM 機能更新およびリ
リースノートファームウェア Release 3.2.x』に記載されています。

■ Oracle Hardware Management Pack – 詳細は、http://www.oracle.com/goto/ohmp/
docs で Oracle Hardware Management Pack ドキュメントライブラリを参照してくだ
さい。

さらに、データセンターで複数のシステムを管理するために、次のソフトウェアを使
用できます。
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操作に関する重要な注意点

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – 詳細は、http://www.oracle.com/
technetwork/oem/ops-center/index.html で製品情報のページを参照してくだ
さい。

操作に関する重要な注意点

このセクションでは、Oracle Server X6-2 の操作に関する重要な情報および要件につい
て説明します。

■ 13 ページの「ソフトウェアおよびクリティカルパッチの更新」
■ 16 ページの「Oracle ILOM の操作に関する重要な注意点」
■ 19 ページの「オペレーティングシステムの操作に関する重要な注意点」
■ 20 ページの「電源管理の操作に関する重要な注意点」
■ 21 ページの「ハードウェアの操作に関する重要な注意点」

関連情報

■ 29 ページの「既知の問題」

ソフトウェアおよびクリティカルパッチの更新

■ 13 ページの「システムの最新ソフトウェアリリースへの更新」
■ 14 ページの「サーバーセキュリティー、ソフトウェアリリース、およびクリ

ティカルパッチの更新」

システムの最新ソフトウェアリリースへの更新

システムを使用する前に、システムを最新のソフトウェアリリースに更新することを
強くお勧めします。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含まれるため、
更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファームウェアおよびほかの
コンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が保証されます。

ファームウェアおよびソフトウェアの更新が含まれている最新のソフトウェアリリー
スを、My Oracle Support (https://support.oracle.com) からダウンロードできま
す。ファームウェアおよびソフトウェアを My Oracle Support からダウンロードする方
法については、38 ページの「ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手」を
参照してください。

Oracle Server X6-2 プロダクトノート 13

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html
https://support.oracle.com


重要 – 最新の OS 更新、パッチ、ファームウェアをインストールする

サーバーセキュリティー、ソフトウェアリリース、およびクリ
ティカルパッチの更新

システムのセキュリティーを常に確保するために、最新のソフトウェアリリースを適
用することを強くお勧めします。サーバーソフトウェアリリースには、Oracle ILOM、
BIOS、およびその他のファームウェア更新が含まれ、これらは「パッチ」とも呼ば
れます。Oracle では、これらのパッチを My Oracle Support サイトに定期的に発行し
ています。これらのパッチを適用することは、最適なシステムパフォーマンス、セ
キュリティー、および安定性の確保に役立ちます。使用しているシステムの最新のソ
フトウェアリリースは、http://www.oracle.com/technetwork/systems/patches/
firmware/release-history-jsp-138416.html で確認できます。

ソフトウェアリリースをダウンロードするには、My Oracle Support (https://
support.oracle.com) にアクセスしてください。

Oracle では、クリティカルパッチアップデート (CPU) プログラムを通して年 4 回、す
べての製品のセキュリティー脆弱性の修正についてお客様に通知しています。お客様
は CPU アドバイザを確認して、Oracle 製品に最新のソフトウェアリリースアップデー
トが適用されていることを確認してください。エンジニアドシステムの更新は、特定
のエンジニアドシステム製品を対象として発行されることに注意してください (つま
り、エンジニアドシステムに含まれている個々のソフトウェアコンポーネントの更新
を検索する必要はありません)。Oracle CPU プログラムの詳細については、http://
www.oracle.com/technetwork/topics/security/alerts-086861.html を参照して
ください。

また、最新のオペレーティングシステムリリースが入手可能になったら、そのリ
リースに更新することをお勧めします。最小のオペレーティングシステムリリース
もサポートされますが、最新の OS リリースに更新することにより、ソフトウェア
パッチおよびセキュリティーパッチを最新に保つことができます。OS のリリースが
最新かどうかを確認するには、Oracle ハードウェア互換性リストを参照してくださ
い。11 ページの「サポートされているオペレーティングシステム」を参照してく
ださい。

最新のシステムソフトウェア更新の詳細は、38 ページの「ファームウェアおよび
ソフトウェア更新の入手」を参照してください。

重要 – 最新の OS 更新、パッチ、ファームウェアをインストールする

システムソフトウェアリリース 1.4 はシステムファームウェアバージョン 3.2.9.21 に
関連付けられています。より新しいシステムファームウェアバージョンには、より
大きな番号または文字が追加されます。たとえば、今後のソフトウェアリリースは
3.2.9.21.a となる可能性があります。

一部の製品機能は、最新バージョンのオペレーティングシステム、パッチ、および
ファームウェアがインストールされている場合にのみ有効になります。最適なシステ
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重要 – 最新の OS 更新、パッチ、ファームウェアをインストールする

ムパフォーマンス、セキュリティー、および安定性を維持するために、利用可能な最
新のオペレーティングシステム、パッチ、およびファームウェアをインストールする
必要があります。

システムファームウェアバージョンが少なくとも 3.2.9.21 以降であることを確認する
には:

1. Oracle ILOM を使用してシステムファームウェアバージョンを確認します。

■ Web インタフェースから、「System Information」->「Summary」をクリッ
クし、「General Information」表の「System Firmware Version」のプロパ
ティー情報を表示します。

■ コマンド行インタフェースから、コマンドプロンプト (->) で show /System/
Firmware と入力します。
詳細は、使用しているサーバー管理ガイドのシステムの情報およびインベント
リの表示に関する情報を参照してください。このガイドは http://www.oracle.
com/goto/x86admindiag/docs で入手できます。

2. ファームウェアのバージョンが、前述の最小限必要なバージョンか、使用可能な場合
はその後続リリースであることを確認します。

3. 必要なファームウェアバージョン (またはより新しいもの) がインストールされていな
い場合:

a.   My Oracle Support (https://support.oracle.com) から、最新のソフトウェア
リリースをダウンロードします。
詳細は、38 ページの「ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手」を参
照してください。

b.   ダウンロードしたファームウェアをインストールします。
ファームウェア更新の実行については、『Oracle ILOM 構成および保守用管理者
ガイド』を参照してください。このガイドは http://www.oracle.com/goto/
ilom/docs で入手できます。ファームウェアを更新する前に、このドキュメント
に記載されている準備のステップを必ず実行してください。

注記 - ファームウェアのインストール後に、Oracle ILOM Web インタフェースの電源制
御ページで電源の状態が正しく表示されないことがあります。この問題を修正するに
は、Oracle ILOM Web インタフェースにログインする前に、ブラウザのキャッシュを
クリアします。
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重要 – 最新の OS 更新、パッチ、ファームウェアをインストールする

Oracle ILOM の操作に関する重要な注意点

■ 16 ページの「IPMI 2.0 管理サービスに関する非推奨通知 」
■ 16 ページの「デフォルトの自己署名付き証明書に関する非推奨通知」
■ 17 ページの「Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定」
■ 19 ページの「Oracle ILOM からのファイル転送を確実に成功させる方法」

IPMI 2.0 管理サービスに関する非推奨通知

現在の動作: IPMI 2.0 管理セッションは有効 (デフォルト) です。IPMI 2.0 クライアント
インタフェースをサポートします。

将来の動作: ファームウェアバージョン 3.2.7 のあとの Oracle ILOM ファームウェアリ
リースでは、次の IPMI 管理サービスの変更が発生します。

■ 最初の機能変更: Oracle ILOM では、IPMI 2.0 クライアントインタフェースの代わ
りに新しいクライアントインタフェースが追加されます。

■ 2 番目の機能変更: 将来のリリースで、IPMI 2.0 セッションの構成プロパティーの
デフォルトが「Enabled」から「Disabled」に変更されます。IPMI 2.0 に依存してい
るクライアントは、IPMI 2.0 セッションの構成プロパティーを手動で有効にしない
かぎり、Oracle ILOM と通信できなくなります。

■ 3 番目の機能変更: IPMI 2.0 クライアントのサポートが削除されます。IPMI 2.0 クラ
イアントは、Oracle ILOM と通信できなくなります。

Oracle ILOM での IPMI 管理サービスのサポートに関する将来の更新については、
『Oracle ILOM 機能更新およびリリースノートファームウェア Release 3.2.x』の最新の
ファームウェアリリース情報を参照してください。

デフォルトの自己署名付き証明書に関する非推奨通知

現在の動作: Oracle ILOM では、デフォルトの SSL 自己署名付き証明書の古いバージョ
ンが提供されています。

将来の動作: 将来の Oracle ILOM ファームウェアリリースでは、デフォルトの SSL 自
己署名付き証明書の新しいバージョンが提供されます。

顧客構成への影響:

将来のファームウェアリリースに更新したあとで、Web インタフェースを介して
Oracle ILOM に接続するユーザーは、Oracle ILOM によって提供されるデフォルトの
SSL 自己署名付き証明書の新しいバージョンを受け入れる必要があります。顧客に
よって提供される SSL 証明書は、この変更の影響を受けません。
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Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定

Oracle ILOM によって提供されるデフォルトの SSL 自己署名付き証明書に関する将
来の更新については、『Oracle ILOM 機能更新およびリリースノートファームウェア
Release 3.2.x』の最新のファームウェアリリース情報を参照してください。

Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定

Oracle ILOM は IPv4 および IPv6 ネットワーク接続の状態プロパティーを個別に有効ま
たは無効にする機能をサポートしています。さらに、新しい静的 IPv6 ゲートウェイの
プロパティーを構成に使用できます。

Oracle ILOM でこれらの高度なネットワーク設定にアクセスするには、次の手順に従
います。

1. Oracle ILOM に管理者としてログインします。
Oracle ILOM を Web インタフェースまたはコマンド行インタフェース (CLI) から起動
する方法については、『Oracle Server X6-2 設置ガイド』を参照してください。

2. SP のネットワーク設定を変更するには、次のいずれかを実行します。

■ Web インタフェースから:

a.   「ILOM Administration」->「Connectivity」->「Network」をクリックし
ます。

b.   必要に応じて「Network Settings」ページの設定を変更します。
「Network Setting」ページでプロパティーを構成する方法の詳細について
は、More Details リンクをクリックしてください。

c.   「Save」をクリックすることによって、ネットワークプロパティーの変更を
保存します。

注記 - IP ネットワークプロパティーの変更を保存すると、SP 上のすべてのユーザー
セッションが終了します。Oracle ILOM にログインし直すには、新しく割り当てられ
たサービスプロセッサの IP アドレスを使用します。

■ CLI から:

a.   SP に割り当てられている IPv4 および IPv6 ネットワーク設定を表示するに
は、次を入力します。
IPv4 の場合、show /SP/network と入力します

IPv6 の場合、show /SP/network/ipv6 と入力します
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Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定

b.   IPv4 および IPv6 の各ネットワークプロパティーの説明を表示するには、次
を入力します。
IPv4 の場合、help /SP/network と入力します

IPv6 の場合、help /SP/network/ipv6 と入力します

c.   SP 上の IPv4 および IPv6 ネットワークプロパティーを変更するには、set
コマンドを発行します。
IPv4 の例:

set /SP/network state=enabled|disabled

pendingipdiscovery=static|dhcp

pendingipaddress=value

pendingipgateway=value

pendingipnetmask=value

IPv6 の例:

set /SP/network/ipv6 state=enabled|disabled

pending_static_ipaddress=value/subnet_mask_value

pending_static_ipgatewayaddress=value

注記 - デュアルスタックネットワーク接続は、IPv4 と IPv6 両方の状態プロパティーが
有効に設定されている場合に有効になります。デフォルトでは、二重スタック (IPv4
および IPv6) ネットワーク接続が有効になったネットワーク設定で構成された Oracle
ILOM が届きます。IPv4 の状態プロパティーが有効 (SP/network state=enabled)
で、IPv6 の状態プロパティーが無効 (SP/network state=disabled) になっている場
合、Oracle ILOM は IPv4 専用のネットワーク接続をサポートします。

d.   Oracle ILOM で保留中の IPv4 および IPv6 のネットワーク変更を確定するに
は、次のコマンドを発行します。
IPv4 の場合、set /SP/network commitpending=true と入力します

IPv6 の場合、set /SP/network/ipv6 commitpending=true と入力します

注記 - IP ネットワークプロパティーの変更を確定すると、SP 上のすべてのユーザー
セッションが終了します。Oracle ILOM にログインし直すには、新しく割り当てられ
たサービスプロセッサの IP アドレスを使用します。
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Oracle ILOM からのファイル転送を確実に成功させる方法

ターゲットホストのパスワードに特殊文字 #、;、および ? を使用しないでくださ
い。ターゲットホストのパスワードにこれらの特殊文字が含まれている場合、URI
(Uniform Resource Identifier) を使用してファイル転送を行なったときに、Oracle ILOM
からターゲットホストへのファイル転送が失敗します。こうしたファイル転送の例に
は、ホストストレージリダイレクションの使用や、BIOS および SP 構成のバックアッ
プと復元などがあります。Oracle ILOM とターゲットホスト間のファイル転送を確実
に成功させるには、ターゲットホストのパスワードからこれらの特殊文字を削除しま
す。

オペレーティングシステムの操作に関する重要な注意
点

■ 19 ページの「OS またはソフトウェアアプリケーションのダウンロード」
■ 19 ページの「64 ビット Linux オペレーティングシステムが稼働しているサー

バーで segfault が発生する場合がある」
■ 20 ページの「リダイレクトされた ISO イメージをブートするときには SSL を

有効にする必要がある」
■ 20 ページの「サポートされるオペレーティングシステムの制限」

OS またはソフトウェアアプリケーションのダウンロード

ライセンスされたすべての Oracle 製品のオペレーティングシステム (OS) またはソフ
トウェアアプリケーションを、Oracle Software Delivery Cloud (以前は Oracle eDelivery
と呼ばれていました) からダウンロードできます。ソフトウェアは、それぞれ解
凍したり DVD に書き込んだりできる zip および ISO 形式で利用できます。Oracle
Technology Network (OTN) 上のすべてのダウンロードリンクは Software Delivery Cloud
を指していて、このサイトをすべての Oracle OS およびアプリケーションダウンロー
ドの信頼できるソースにしています。Oracle Software Delivery Cloud にアクセスするに
は、https://edelivery.oracle.com/ を参照してください。

64 ビット Linux オペレーティングシステムが稼働しているサー
バーで segfault が発生する場合がある

Advanced Vector Extensions (AVX) プロセッサがサポートされ、64 ビット Linux オ
ペレーティングシステムが稼働しているサーバーでは、Oracle Database やその他の
Oracle Middleware 製品などのアプリケーションのロード時に、セグメンテーション違
反 (segfault) が発生する可能性があります。

Oracle Server X6-2 プロダクトノート 19

https://edelivery.oracle.com/


Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定

これらの予測不能な segfault を回避するには、システム上の glibc パッケージがバー
ジョン glibc-2.12-1.47.0.2.el6_2.12.x86_64 以降であることを確認するようにし
てください。

更新済みの glibc パッケージは Oracle Public Yum リポジトリから取得できます。

リダイレクトされた ISO イメージをブートするときには SSL を
有効にする必要がある

リダイレクトされたインストール ISO イメージをブートするときには、SSL (Secure
Sockets Layer) を有効にする必要があります。これがデフォルト設定です。SSL が有効
になっていないとインストールが停止または失敗することがあります。これはサポー
トされているすべてのオペレーティングシステムに影響します。

サポートされるオペレーティングシステムの制限

このセクションでは、Oracle Server X6-2 が 8T バイト (8 TB)、7200 RPM、3.5 インチの
SAS ハードディスクドライブ (HDD) を使用して構成されている場合の、サポートされ
るオペレーティングシステムの制限および推奨事項について説明します。

表 1 8T バイトドライブブートサポートの制限および推奨事項

オペレーティングシステム レガシーブート UEFI ブート

Oracle Solaris 11.3 SRU5 フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

Oracle Linux 6.7、6.8、7.2、およ
び 7.3

フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

Red Hat Enterprise Linux 6.7、
6.8、および 7.2

フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

Windows Server 2012 R2 フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

Oracle VM 3.4.1 および 3.4.2 フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

ESXi 6.0 U1 および U2 フロント 2T バイト領域のブート
パーティション

全容量

電源管理の操作に関する重要な注意点

■ 21 ページの「リセットに長い時間がかかり、サーバーの電源が切れて再投入さ
れる」
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リセットに長い時間がかかり、サーバーの電源が切れて再投入さ
れる

保留中の BIOS アップグレードがある場合、ルーチンのリセットが予期したより長
くかかり、サーバーの電源を切ってリブートする動作が複数回行われます。BIOS
ファームウェアをアップグレードするためにはサーバーの電源を切って再投入するこ
とが必要であり、これは予期された動作です。アップグレードに FPGA 更新が含まれ
ている場合は、完了するまでに 26 分かかることがあります。

次の条件の両方が当てはまる場合には、保留中の BIOS アップグレードが存在しま
す。

■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) を使用して BIOS およびサービスプロ
セッサのファームウェアを更新します。

■ BIOS アップグレードを延期する Oracle ILOM オプションを選択します。

ルーチンのサーバーリセットを行うつもりでサーバーをリブートしたが、代わりに
(延期した) BIOS アップグレードが開始する場合、アップグレードが完了するまで待ち
ます。プロセスを中断するとファームウェアが壊れてサーバーにダウンタイムが生じ
る可能性があるため、中断しないでください。

注意 - データの破損とシステムの停止時間。ファームウェアのアップグレードプロセ
スを中断すると、ファームウェアが壊れて、サーバーが操作不可能になることがあり
ます。アップグレードを中断しないでください。プロセスが終了するまで待ってくだ
さい。

注記 - Oracle ILOM と BIOS の更新は連携して機能するように設計されています。保留
中の BIOS アップグレードがあるときは、できるだけ早くサーバーをリセットするか
電源を入れ直して、アップグレードをインストールすることをお勧めします。

詳細は、『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイド』(http://www.oracle.com/goto/
x86admindiag/docs) の「BIOS およびサービスプロセッサのファームウェアを更新す
る (Oracle ILOM)」を参照してください。

ハードウェアの操作に関する重要な注意点
■ 22 ページの「MegaRAID ディスクコントローラを使用しているサーバーでの

SAS データパスの障害を診断する」
■ 23 ページの「1 台のサーバーファンモジュールの障害によるパフォーマンス低

下」
■ 23 ページの「ファンモジュールの取り外しと交換を 20 秒以内で行う」
■ 24 ページの「シングルプロセッサからデュアルプロセッサへのアップグレード

はサポートされない」

Oracle Server X6-2 プロダクトノート 21

http://www.oracle.com/goto/x86admindiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86admindiag/docs


Oracle ILOM で使用できる高度な IP 接続設定

■ 24 ページの「ロックステップメモリー (チャネル) モードはサポートされな
い」

■ 24 ページの「オンボードのネットワークインタフェースコントローラのジャン
ボフレームを構成する」

■ 24 ページの「Ethernet ポートへの MAC アドレスマッピング」
■ 25 ページの「HBA ファームウェア更新による UEFI BIOS のサポート」
■ 25 ページの「HBA オプション ROM の JBOD モードプロパティーはサポート

されない」
■ 26 ページの「プロセッサの交換時にはプロセッサ交換ツールを使用する必要が

ある」
■ 26 ページの「ラックマウントサーバーの出荷時に必要な留め具」

MegaRAID ディスクコントローラを使用しているサーバーでの
SAS データパスの障害を診断する

MegaRAID ディスクコントローラを使用している Oracle x86 サーバー上で、Serial
Attached SCSI (SAS) データパスエラーが発生する可能性があります。SAS ディスクコ
ントローラ、ディスクバックプレーン (DBP)、SAS ケーブル、SAS エクスパンダ、ま
たはハードディスクドライブ (HDD) 上のデータパスの問題のトリアージと分離を行う
には、ディスクコントローラのイベントログにイベントを収集して確認します。サー
バーの SAS トポロジに基づいて、ディスクコントローラによって報告されたすべての
障害イベントを分析および分類します。

MegaRAID ディスクコントローライベントを分類するには:

■ 自動 sundiag ユーティリティーを実行するか、または手動で MegaCLI コマンドまた
は StorCLI コマンドを使用して、MegaRAID ディスクコントローラのイベントロ
グを収集および解析します。
■ Oracle Exadata Database Machine のデータベースまたはストレージセルサーバー

の場合は、sundiag ユーティリティーを実行します。
■ Oracle Server X6-2 の場合は、StorCLI コマンドを使用します (StorCLI コマン

ドは MegaCLI コマンドとの下位互換性があります)。

たとえば、MegaCLI コマンドを使用して、コントローラのイベントログを手動で収集
および解析します。ルートプロンプトで、次のように入力します。

root# ./MegaCli64 adpeventlog getevents –f event.log aall
Success in AdpEventLog
Exit Code: 0x00

注記 - ディスクコントローラのイベントログの名前としては、既存のイベントログ名
を使用します。これにより、MegaRAID コントローラのイベントログが指定のファイ
ル名 event.log で生成されます。
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SAS データパス障害のイベントログで見つかった次の SCSI センスキーエラーは、
SAS データパスの障害を示しています。

B/4B/05 :SERIOUS: DATA OFFSET ERROR
B/4B/03 :SERIOUS: ACK/NAK TIMEOUT
B/47/01 :SERIOUS: DATA PHASE CRC ERROR DETECTED
B/4B/00 :SERIOUS: DATA PHASE ERROR

これらのエラーは、ディスクとホストバスアダプタの間の通信障害によって発生しま
す。これらのエラーの存在は、単一ディスク上であっても、データパスに問題がある
ことを意味します。RAID コントローラ、SAS ケーブル、SAS エクスパンダ、または
ディスクバックプレーンが、RAID コントローラとディスクの間のパスで通信の中断
を発生させている可能性があります。

Oracle サービス担当者は、x86 サーバーでのハードディスクおよび SAS データパス障
害の診断とトリアージに関する詳細情報を My Oracle Support Web サイト (https://
support.oracle.com) で参照できます。ナレッジ記事ドキュメント ID 2161195.1 を
参照してください。Exadata サーバー上でディスクの問題が同時に複数発生している
場合、Oracle サービス担当者はナレッジ記事ドキュメント ID 1370640.1 を参照できま
す。

1 台のサーバーファンモジュールの障害によるパフォーマンス低
下

1 台のサーバーファンモジュールに障害が発生し、サーバーの動作温度が 30°C (86°F)
を超過した場合、サーバーのプロセッサのパフォーマンスが低下する可能性がありま
す。

ファンモジュールの取り外しと交換を 20 秒以内で行う

サーバーのファンモジュールを取り外して交換する場合は、システム内の適切な冷却
を維持するために、取り外しと交換の手順全体を 20 秒以内に完了する必要がありま
す。この制限時間を見越して、交換手順を開始する前に交換用のファンモジュールを
用意し、新しいファンモジュールを取り付ける準備ができていることを確認します。
ファンモジュールの取り外しと交換は一度に 1 つずつ行います。

ファンモジュールはホットスワップ可能なコンポーネントで、N+1 ファン冗長性が
あります。各ファンモジュールには完全な逆回転ファンが 2 つあり、ファン 1 つに
つき 2 つのファンモーターが搭載されています。ファンモジュールから Oracle ILOM
に 4 つのタコメーター信号を報告できるように、4 つのファンモーターは個別のタコ
信号を提供します。ファンモジュール内の 1 台のファンのみに障害が発生している場
合でも、交換のためにファンモジュールを取り外している間は、Oracle ILOM サービ
スプロセッサでは、4 つのファンが回転できないものとして検出されます。ファンモ
ジュールの交換が 20 秒以内に完了しない場合、Oracle ILOM は熱によるシステムの損
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傷を防ぐために、システムをシャットダウンする保護アクションを実行します。これ
は予期される動作です。

シングルプロセッサからデュアルプロセッサへのアップグレード
はサポートされない

Oracle Server X6-2 では、Oracle はシングルプロセッサからデュアルプロセッサへの
アップグレードをサポートしていません。Oracle は、このサーバー用のシングルプロ
セッサからデュアルプロセッサへのアップグレードキットを提供していません。

ロックステップメモリー (チャネル) モードはサポートされない

Oracle Server X6-2 では、ダブルデバイスデータ訂正または拡張 ECC とも呼ばれる、
ロックステップメモリーモードはサポートされません。

オンボードのネットワークインタフェースコントローラのジャン
ボフレームを構成する

Oracle Server X6-2 には、Sun Dual Port 10GBase-T アダプタに似た内蔵 Intel X540
Ethernet コントローラが搭載されています。これは、15.5K バイトまでのジャンボフ
レームサイズをサポートするように構成できます。デフォルトのフレームサイズは
1.5K バイトです。

詳細は、次を参照してください。

ドキュメント リンク

Sun Dual Port 10GBase-T
アダプタのドキュメント

http://docs.oracle.
com/cd/E25543_01/
index.html

Intel X540 Ethernet コント
ローラのデータシート

http://www.intel.com/
content/www/us/en/
embedded/products/
networking/ethernet-
x540-datasheet.html

Ethernet ポートへの MAC アドレスマッピング

サーバーの MAC ID (および関連するバーコード) が表示されているシステムシリアル
ラベルは、Oracle Server X6-2 サーバーディスクケージベゼルの上部の左側正面にあり
ます。
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この MAC ID (およびバーコード) は、一連の 6 つの連続する MAC アドレスの 16 進
(基数 16) MAC アドレスに対応します。次の表に示すように、これらの 6 つの MAC ア
ドレスはサーバーのネットワークポートに対応します。

ベース MAC アドレス 対応する Ethernet ポート

「ベース」+ 0 NET 0

「ベース」+ 1 NET 1

「ベース」+ 2 NET 2

「ベース」+ 3 NET 3

「ベース」+ 4 SP (NET MGT)

「ベース」+ 5 Network Controller-Sideband Interface (NC-SI) サイドバ
ンド管理が構成されている場合のみ使用されます。

HBA ファームウェア更新による UEFI BIOS のサポート

システムと一緒に出荷されないホストバスアダプタ (HBA) カードを使用する場合、
UEFI (Unified Extensible Firmware Interface) BIOS がサポートされるように HBA カード
のファームウェアを更新しなければいけない可能性があります。更新しなければいけ
ない可能性のある HBA カードは、次のとおりです。

■ Sun Storage デュアル 16 Gb ファイバチャネル PCIe ユニバーサル HBA、QLogic
(7101674)

■ Sun Storage デュアル 16 Gb ファイバチャネル PCIe ユニバーサル HBA、Emulex
(7101684)

したがって、次のいずれかの文が真の場合、HBA ファームウェアを更新しなければい
けない可能性があります。

■ 障害のある HBA カードの交換用カードを受け取ります。
■ システムとは別個に HBA カードを注文します。
■ すでに所有している HBA カードを使用します。

Oracle Hardware Management Pack を使用して HBA ファームウェアを更新できます。
Oracle Hardware Management Pack を使用した HBA ファームウェアの更新について
は、『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイド』(http://www.oracle.com/goto/
x86admindiag/docs) のファームウェアの更新に関する手順を参照してください。

HBA オプション ROM の JBOD モードプロパティーはサポート
されない

Oracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe RAID 内蔵 HBA (ホストバスアダプタ) のオプション
ROM には JBOD モードを有効にするプロパティーが含まれています。JBOD モードで
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は、サーバー上の各物理ドライブがそれぞれ 1 つの論理パーティションとして認識さ
れます。この構成は Redundant Array of Independent Disk (RAID) 実装の代替となるもの
です。しかし、HBA は JBOD モードをサポートしていません。

HBA で JBOD モードを有効にすると、システムが正しく機能しなくなる可能性があり
ます。そのため、次のユーティリティーで JBOD モードオプションを無視するように
してください。

■ LSI Human Interface Infrastructure (HII) 構成ユーティリティー (UEFI ブートモード)
■ LSI MegaRAID BIOS 構成ユーティリティー (レガシー BIOS ブートモード)

これらのインタフェースの詳細は、『Oracle Server X6-2 設置ガイド』の「オペレー
ティングシステムインストールのためのストレージドライブの構成」を参照してくだ
さい。

プロセッサの交換時にはプロセッサ交換ツールを使用する必要が
ある

注意 - Oracle Server X6-2 では、システムで使用されているプロセッサ用に設計された
次のプロセッサ交換ツール (色分けあり) を使用してください。部品番号はツールに記
載されています。

■ 緑 - 部品番号 G29477-002 以降

前の世代の Intel プロセッサ (CPU) 用ツールは使用しないでください。前の世代のツー
ルではプロセッサを部分的にしか保持できないため、ツールからプロセッサが落ち、
プロセッサソケットが損傷する可能性があります。

ラックマウントサーバーの出荷時に必要な留め具

Sun Rack II 内の Oracle Server X6-2 を出荷する場合、そのサーバーの下に 1 つ以上の
ラックユニットスペースが空いている場合は、サーバーの損傷を防ぐためケーブル溝
付き出荷用留め具を取り付ける必要があります。ラック内の各サーバーで、この要件
を満たす留め具を使用する必要があります。ケーブル溝付き出荷用留め具の取り付け
手順は留め具に付属していますが、英語版および各国語版のサーバー設置ガイドにも
記載されています。

ケーブル溝付き出荷用留め具は、別注文できるオプションとして提供されています。
詳細は、Oracle のサービス担当者にお問い合わせください。
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サポートされる PCIe カード

このセクションでは、Oracle Server X6-2 でサポートされる PCIe カードについて説明
します。

次の表に、Oracle Server X6-2 でサポートされる PCIe カードの数量およびスロットの
制限を示します。「サポートされる最大数量」列は、Oracle がテスト済みでサポート
しているカード数を示します。

注記 - PCIe スロット 1 は、シングルプロセッサシステムでは機能しません。デュアル
プロセッサシステムのスロット 1 でサポートされる PCIe カードは、シングルプロセッ
サシステムのスロット 2 と 3 のみでサポートされます。

表 2 サポートされる PCIe カード、サポートされる数量、およびスロットの制限

PCIe カード サポートされる最大数量 スロットの制限

Oracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe
HBA、外部: 8 ポート

7110119 (注文可能なオプション)

7110118 (出荷時の取り付け用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Oracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe
HBA、内部: 8 ポート

7110485

1 スロット 4 でのみサポートされま
す。

Oracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe
RAID HBA、内部: 8 ポート、1G
バイトメモリー

7113401 (注文可能なオプション)

7113249 (出荷時の取り付け用)

1 スロット 4 でのみサポートされま
す。

Sun Quad Port GbE PCIe 2.0 Low
Profile アダプタ、UTP

7100477 (注文可能なオプション)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Sun Storage デュアル 16 Gb/s ファ
イバチャネル PCIe ユニバーサル
HBA、QLogic
注記 - この HBA は、Windows
Server 2016 オペレーティングシ
ステムではサポートされていませ
ん。

7101674 (注文可能なオプション)

7101673 (出荷時の取り付け用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。
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PCIe カード サポートされる最大数量 スロットの制限

Sun Storage デュアル 16 Gb/s ファ
イバチャネル PCIe ユニバーサル
HBA、Emulex
注記 - この HBA は、Windows
Server 2016 オペレーティングシ
ステムではサポートされていませ
ん。

7101684 (注文可能なオプション)

7101683 (出荷時の取り付け用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Sun デュアルポート QDR
InfiniBand ホストチャネルアダプ
タ (PCIExpress Gen 3 用)

7104074 (注文可能なオプション)

7104073 (出荷時の組み込み用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Sun Dual Port 10GBase-T アダプタ

7100488 (注文可能なオプション)

7100563 (出荷時の取り付け用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0
Low Profile アダプタ (Intel 82599
10 ギガビット Ethernet コント
ローラを内蔵)

1109A-Z (注文可能なオプション)

X1109A-Z (出荷時の取り付け用)

2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます。

Oracle NVMe PCIe スイッチ

7110357 (8 ディスクケージ向け、
出荷時の取り付け用)
注記 - NVMe ストレージドライブ
を含むサーバー構成でのみサポー
トされます。

1 スロット 1 でサポートされます。

Oracle Quad 10 Gb および Dual 40
Gb Ethernet アダプタ

Quad 10Gb = 2 スロット 1、2、3 でサポートされ
ます
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PCIe カード サポートされる最大数量 スロットの制限
7114134 (注文可能なオプション)

7114148 (出荷時の取り付け用)
注記 - Red Hat Enterprise Linux
(RHEL) 6.7、6.8、および 7.2 オペ
レーティングシステムではサポー
トされていません。

Dual 40Gb = 1 注記 - このドキュメントのバグ ID
20939415 も参照してください。

既知の問題

Oracle Server X6-2 の既知の問題に関する最新情報については、次の Web サイトで入手
可能な更新されたプロダクトノートを参照してください。 http://www.oracle.com/
goto/x6-2/docs

既知の未解決の問題はカテゴリ別にグループ化され、次のセクションに示されていま
す。

注記 - 次の既知の問題には必要に応じて バグ ID 番号が含まれていますが、この番号は
現在の Oracle BugDB バグ追跡システムで割り振られた識別番号です。サービス担当者
はバグ ID 番号を使用して、問題に関する追加情報を見つけることができます。

■ 29 ページの「ハードウェアの既知の問題」
■ 32 ページの「Oracle Solaris オペレーティングシステムの既知の問題」
■ 33 ページの「Linux オペレーティングシステムの既知の問題」
■ 36 ページの「Windows オペレーティングシステムの既知の問題」
■ 36 ページの「仮想マシンの既知の問題」
■ 37 ページの「ドキュメントの既知の問題」

ハードウェアの既知の問題

このセクションでは、ハードウェアの既知の問題の一覧と説明を示します。

SNMP エンジン ID の変更後に Oracle ILOM SNMP v3 トラップ
が届かない

バグ ID 23634048
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問題:

エンジン ID を変更し、SNMP v3 ユーザーを作成して、次のアクションまで約 10 秒待
たずにそのユーザーを使用してアラートを構成した場合、内部ユーザーの構成が不適
切で、トラップが見逃される可能性があります。

影響を受けるハードウェアおよびソフトウェア:

■ Oracle Server X6-2
■ Release 1.0、1.2、1.3、および 1.4

回避策:

それぞれの構成変更の効果を確認しないで複数の構成変更を行わないでください。
ユーザーの誤った構成やトラップの見逃しを防ぐには、スクリプト内に sleep 文を挿
入します。例:

# change engineID
set /SP/services/snmp engineid=NEWENGINEID
# sleep 10 seconds to give snmp enough time to make the change
sleep 10
# verify engineID
show /SP/services/snmp engineid
# verify SNMPv3 users have been deleted
show /SP/services/snmp/users

# create snmpv3 user
create /SP/services/snmp/users newuser authenticationpassword=...
# sleep 10 seconds to give snmp enough time to make the change
sleep 10
# verify user
show /SP/services/snmp/users newuser
# do a snmpget with that user to verify it

# configure alert
set /SP/alertmgmt/rules/1 type=snmptrap ...
# sleep 10 seconds to give snmp enough time to make the change
sleep 10
# verify alert
show /SP/alertmgmt/rules/1
set /SP/alertmgmt/rules/1 testrule=true

Oracle をインストールしたあと、Oracle ILOM に正しいストレー
ジ情報が表示されない

バグ ID 22268254

問題:

Oracle Hardware Management Pack 2.3.5.0 をインストールしたあと、コマンド行インタ
フェースまたは Web インタフェースで Oracle ILOM 構成に正しいストレージ情報が表
示されません。

30 Oracle Server X6-2 プロダクトノート Release 1.4 • 2017 年 4 月



既知の問題

影響を受けるソフトウェア:

■ Oracle ILOM 3.2.6 および 3.2.7
■ Oracle Hardware Management Pack 2.3.5.0

回避策:

この問題は、Oracle Hardware Management Pack の今後のリリースで修正される予定で
す。

サーバーがレガシー BIOS モードを使用し、Oracle Quad 10Gb
Ethernet アダプタカードが取り付けられている場合に、オプショ
ン ROM 領域が不足することがある

バグ ID 20939415

問題:

Oracle Server X6-2 は、Oracle Quad 10Gb Ethernet アダプタカードを 2 枚までサポートし
ます。レガシー BIOS モードでは、オプション ROM 領域が不足しないように、これ
らのカードを PCIe スロット 2 またはスロット 3、あるいはその両方に取り付ける必要
があります。その結果、それらのカードまたはポートの一部が、ネットワーク経由の
ブートに使用可能なものとして BIOS にリストされなくなります。この問題は、Oracle
Server X6-2が UEFI モードで実行されている場合は発生しません。

影響を受けるハードウェアおよびソフトウェア:

■ Oracle Server X6-2
■ Oracle Quad 10 Gb および Dual 40 Gb Ethernet アダプタカード
■ プラットフォームソフトウェアリリース 1.1、1.2、1.3、および 1.4
■ レガシー BIOS モード

回避策:

次のいずれかを実行します。

■ この状況が発生した場合、オプション ROM 領域は、ネットワーク経由のブートに
使用可能としてリストされているが、実際にはブートに使用されないカードとポー
トを無効にすることによって取得できます。

1. reset /System または start /System コマンドを発行して、サーバーを SP か
らブートします。

2. システムのブートプロセス中にプロンプトが表示されたら、F2 を押して BIOS
設定ユーティリティーにアクセスします。
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3. 「IO」タブに移動し、Enter を押します。
4. 表示されるオプションから、「Add In Cards」を選択して、「Slot Number」を

選択します。
5. スロットを無効にするには、「Disable」を選択します。
6. Esc キーを押して BIOS 設定ユーティリティーのメインメニューに戻り、

「Exit」を選択します。
7. 変更を保存するには、「Save Changes and Exit」を選択します。

オプション ROM 領域が割り当てられ、Oracle Quad 10Gb Ethernet アダプタカー
ドがネットワーク経由のブートに使用可能としてリストされるようになりま
す。

■ この状況がまだ発生していない場合、この状況の発生を防ぐために、64 ビットの
リソース割り当てを無効化できます。

1. reset /System または start /System コマンドを発行して、サーバーを SP か
らブートします。

2. システムのブートプロセス中にプロンプトが表示されたら、F2 を押して BIOS
設定ユーティリティーにアクセスします。

3. 「IO」タブに移動し、Enter を押します。
4. 表示されるオプションから、「PCI Subsystem Settings」を選択し、「PCI 64 bit

Resources」を選択します。
5. PCI 64 ビットのリソース割り当てを無効にするには、「Disabled」を選択しま

す。
6. Esc キーを押して BIOS 設定ユーティリティーのメインメニューに戻り、

「Exit」を選択します。
7. 変更を保存するには、「Save Changes and Exit」を選択します。

サーバーは、ネットワーク経由のブートに使用できる Oracle Quad 10Gb
Ethernet アダプタカードとそのポートをリストするのに十分なオプション ROM
領域を保持できるようになります。

Oracle Solaris オペレーティングシステムの既知の問
題
このセクションでは、Oracle Solaris オペレーティングシステムの既知の問題の一覧と
説明を示します。

usbecm ドライバによってネットワークタイムアウトが発生し、ホ
ストと SP 間のリンクが失敗する

バグ ID 22815570
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問題:

ホストサーバーと Oracle ILOM サービスプロセッサ (SP) の間の物理リンクは、USB 通
信クラス ECM (usbecm) ドライバです。インストール後の初回ブートのあと、usbecm
ドライバによってネットワークタイムアウトが発生し、これによってホストと SP の
間のリンクが失敗します。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle Solaris 11.3

回避策:

サーバーをリブートします。

Linux オペレーティングシステムの既知の問題

このセクションでは、Linux オペレーティングシステムの既知の問題の一覧と説明を
示します。

PXE のインストール方法で Oracle Linux 7.2 または RHEL 7.2 を
インストールできない

バグ ID 22382621

問題:

PXE のインストール中に、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) カーネルはオンボード NIC
を低電力モードに設定し、リブート時に Preboot eXecution Environment (PXE) を無効に
します。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Red Hat Enterprise Linux 7.2
■ Oracle Linux 7.2 Red Hat Compatible Kernel
■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (UEK)

回避策:

■ Red Hat Enterprise Linux 7.2: サーバーのコールドリブートを実行します。
■ Oracle Linux 7.2 Red Hat Compatible Kernel: サーバーのコールドリブートを実行しま

す。
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デフォルトの Oracle Linux カーネル設定を実行するシステムでの
NVMe ドライブのホットプラグには、カーネル引数が必要になる

バグ ID 21899618

問題:

デフォルトの Oracle Linux カーネル設定で NVMe ストレージドライブのホットプラ
グ挿入を実行すると、PCIe 構成が不適切な設定になります。ホットプラグが有効な
NVMe ストレージドライブの MPS (MaxPayloadSiz) と MRR (MaxReadRequest) の値が、
NVMe ストレージドライブを接続している PCIe スイッチまたはルートポートの値と
同じになりません。このように設定が一致しないドライブを使用しようとすると致命
的な PCIe エラーが発生し、システムがリセットされてデータ損傷につながる可能性が
あります。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle Linux 6.7、6.8、および 7.2

回避策:

ホットプラグが有効な NVMe ストレージドライブの MPS 値と MRR 値が、接続先の
上流 PCIe ルートポートおよびスイッチでサポートされる (同一の) 値に設定されるよ
うに、カーネル引数をブート時に渡す必要があります。ユーザーは、ホットプラグの
アクションの前に、次の引数を使用してブートローダーを構成するようにしてくださ
い。

pci=pcie_bus_perf

Oracle Linux 7.2 の初回ブート時に、Java コンソールが停止する
場合がある

バグ ID 22359892

問題:

Oracle Linux 7.2 インストール後の初回ブート中にブラックスクリーンが表示されるこ
とがまれにあります。ライセンス契約書に同意したあとで問題が発生します。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle Linux 7.2

回避策:
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サーバーをリブートします。

Oracle Hardware Management Pack が生成する出力により、
Oracle Linux で大量のコール追跡トラフィックが発生する

バグ ID 22538152

問題:

Hardware Management Pack 2.3.5.0 のユーティリティーおよびエージェントを実行する
と、Oracle Linux のシステムログに Program fwrxmldiff tried to access /dev/
mem between f0000->101000 という表示メッセージ (dmesg) が表れる場合がありま
す。HDD や SSD のストレージパフォーマンスおよびストレージデータ整合性の高負
荷テストを実行すると、この出力が原因でシステム内の fwrxmldiff に大量のコール
追跡トラフィックが発生します。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle Linux 6.7、6.8、および 7.2

回避策:

この問題は、Hardware Management Pack の今後のリリースで修正される予定です。

Oracle Storage 8 ポート 12 Gb/s SAS-3 PCIe HBA (内蔵) を実行
しているシステムで Oracle Linux または RHEL をブートすると
ハングアップする

バグ ID 21920619

問題:

Oracle Storage 8 ポート 12 Gb/s SAS-3 PCIe HBA (内蔵) を搭載しているシステム
で Oracle Linux または Red Hat Enterprise Linux (RHEL) をブートすると、ハン
グアップする場合があります。次のメッセージが表示されます。"mpt3sas0:
_base_event_notification: timeout" and "mpt3sas0: failure @ at drivers/
scsi/mpt3sas/mpt3sas_scsih.c:7869/_scsih_probe()!"

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Unbreakable Enterprise Kernel 4 (UEK4) を備えた Oracle Linux 6.7、6.8、および 7.2
■ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 6.7、6.8、および 7.2

回避策:
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システムをリブートします。

Windows オペレーティングシステムの既知の問題

このセクションでは、Windows オペレーティングシステムの既知の問題の一覧と説明
を示します。

Windows Server 2012 R2 オペレーティングシステムをインス
トールした場合、ネットワークプロパティーを表示しようとする
と遅延が発生する

バグ ID 21870717

問題:

Windows Server 2012 R2 オペレーティングシステムをインストールした場合、ネット
ワークプロパティーを表示しようとすると、Hardware Management Pack を UEFI ブー
トモードで使用するドライバやツールによって遅延が発生することがあります。たと
えば、この問題は、次の手順を実行するときに発生します。

1. Windows の「ネットワークと共有センター」を開き、ネットワークカードのドラ
イバを確認します。

2. 「アダプターの設定の変更」をクリックします。「ネットワーク接続」ウィンド
ウの表示には数分かかります。

3. いずれかのネットワーク接続をクリックしてネットワークプロパティーを表示し
ます。「ネットワークのプロパティ」ウィンドウの表示には数分かかります。

影響を受けるハードウェア、オペレーティングシステム、およびソフトウェア:

■ 取り付けられている PCIe オプションカード
■ Windows Server 2012 R2 オペレーティングシステム
■ Hardware Management Pack 2.3.5.0

回避策

■ サービスプロセッサ (SP) をリブートします。

仮想マシンの既知の問題

このセクションでは、仮想マシンの既知の問題の一覧と説明を示します。
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Oracle VM Server リリース 3.4.1 にアップグレードするために
パーティションサイズを増やす

バグ ID 22568283

問題:

現在のデフォルトのパーティションサイズは、Oracle VM Server をリリース 3.4.1 に
アップグレードするのに十分ではありません。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle VM 3.4.1

回避策:

Oracle VM Server をリリース 3.4.1 にアップグレードする場合は、最小パーティ
ションサイズを次のように増やします。/boot パーティションの場合は 500M バイ
ト、/root パーティションの場合は 5G バイト。

GUID パーティションテーブルにターゲットディスクのパーティ
ションラベルが表示されていない場合に、Oracle VM Server を
UEFI モードでインストールできない

バグ ID 22577200

問題:

選択したターゲットディスクが「sda」でなく、ターゲットディスクのパーティション
ラベルが GUID パーティションテーブル (GPT) に表示されていない場合、Oracle VM
Server 3.4.1 を UEFI モードでサーバーにインストールすると失敗します。

影響を受けるオペレーティングシステム:

■ Oracle VM Server 3.4.1

回避策:

コマンド行に切り換え、ディスクパーティションのラベルを変更して、ラベルがイン
ストール中に GPT に表示されるようにします。変更後にインストールが失敗する場合
は、リブートしてインストールを再開します。

ドキュメントの既知の問題
このセクションでは、ドキュメントの既知の問題の一覧と説明を示します。
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ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手

Oracle Server X6-2 の最新のドキュメントにアクセスするには、http://www.oracle.
com/goto/x6-2/docs に移動してください。

『Oracle Server X6-2 スタートガイド』の更新内容

■ サーバーの出荷キットに含まれている『Oracle Server X6-2 Getting Started Guide』
(E62165-01 / 7306799) には、インストール済みのオペレーティングシステムを設定
するための手順が誤って記載されています。Oracle Server X6-2 では、インストー
ル済みオペレーティングシステムはサポートされていません。このバージョンのド
キュメントは、『Oracle Server X6-2 Getting Started Guide』(E62165-02 / 7306799) に
置き換えられました。

■ サーバーの出荷キットに含まれている『Oracle Server X6-2 Getting Started Guide』
(E62165-02 / 7306799) には、サーバーの出荷キットに RJ-45 対 DB-9 アダプタが
含まれていると記述されていますが、間違っています。Oracle Server X6-2 のサー
バー出荷キットに RJ-45 対 DB-9 アダプタは含まれていません。このバージョンの
ドキュメントは、『Oracle Server X6-2 Getting Started Guide』(E62165-03 / 7306799)
に置き換えられました。

ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手
このセクションでは、My Oracle Support (MOS) を使用してサーバーファームウェア
およびソフトウェアアップデートにアクセスするためのオプションについて説明しま
す。

最適なシステムパフォーマンス、セキュリティー、および安定性を確保するために、
お客様は入手可能な最新のオペレーティングシステム (OS)、パッチ、およびファーム
ウェアバージョンをインストールする必要があります。

説明 リンク

サーバーのファームウェアとソフトウェアの更新
について学びます。

39 ページの「ファームウェアとソフトウェアの
更新」

ファームウェアおよびソフトウェアへのアクセス
オプションについて学びます。

39 ページの「ファームウェアおよびソフトウェ
ア更新にアクセスするためのオプション」

使用可能なファームウェアおよびソフトウェアの
リリースを確認します。

40 ページの「ソフトウェアリリース」

My Oracle Support を使用してファームウェアおよ
びソフトウェア更新を入手する方法について学び
ます。

41 ページの「My Oracle Support からの更新の入
手」

その他の方法を使用してファームウェアおよびソ
フトウェア更新をインストールする方法について
学びます。

42 ページの「その他の方法を使用した更新のイ
ンストール」

Oracle のサポートを得る方法について学びます。 43 ページの「Oracle サポート」
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ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手

ファームウェアとソフトウェアの更新

サーバーのファームウェアやソフトウェアは定期的に更新されます。これらの更新は
ソフトウェアリリースとして使用可能になります。ソフトウェアリリースは、サー
バーで使用できるすべてのファームウェア、ソフトウェア、ハードウェアドライバ、
ツール、およびユーティリティーを含む、ダウンロード可能なファイル (パッチ) の
セットです。これらのファイルはすべて一緒にテストされ、使用するサーバーで動作
することが確認されています。

サーバーのファームウェアおよびソフトウェアは、新しいソフトウェアリリースが入
手可能になり次第、更新する必要があります。ソフトウェアリリースには、多くの場
合はバグの修正が含まれており、サーバーを更新することで、サーバーファームウェ
アおよびソフトウェアが最新であることが保証されます。これらの更新を使用する
と、システムのパフォーマンス、セキュリティー、および安定性が向上します。

サーバーのプロダクトノートには、入手可能な最新のサーバーソフトウェアリリース
とファームウェアバージョンが記載されています。サーバーにインストールされてい
るファームウェアのバージョンを確認するには、Oracle ILOM の Web インタフェー
ス、コマンド行インタフェース (CLI) のいずれかを使用します。

■ Web インタフェースの場合、「System Information」->「Summary」をクリックし、
「General Information」表の「System Firmware Version」のプロパティー値を表示し
ます。

■ CLI の場合、コマンドプロンプトで show /System/Firmware と入力します。

ソフトウェアリリースの各パッチに付属する ReadMe ドキュメントには、そのパッ
チに関する情報 (前回のソフトウェアリリースから変更された点や変更されていない
点、今回のリリースで修正されたバグなど) が含まれています。

ファームウェアおよびソフトウェア更新にアクセスす
るためのオプション

次のオプションのいずれかを使用して、サーバーの最新のファームウェアおよびソフ
トウェア更新を入手します。

■ My Oracle Support – My Oracle Support の Web サイト (https://support.oracle.
com) からは、すべてのシステムソフトウェアリリースを入手できます。
My Oracle Support Web サイトで入手可能なものについては、40 ページの「ソフ
トウェアリリース」を参照してください。

■ その他の方法 – Oracle Enterprise Manager Ops Center、Oracle Hardware Management
Pack、または Oracle ILOM を使ってサーバーのソフトウェアおよびファームウェア
を更新できます。
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ファームウェアおよびソフトウェア更新の入手

詳細は、42 ページの「その他の方法を使用した更新のインストール」を参照し
てください。

ソフトウェアリリース

My Oracle Support 上のソフトウェアリリースは、製品ファミリ (Oracle Server など)、
続いて製品 (特定のサーバーやブレード)、そして最後にソフトウェアリリースのバー
ジョンによってグループ化されています。ソフトウェアリリースには、サーバーまた
はブレードの更新されたソフトウェアやファームウェアがすべてダウンロード可能な
一連のファイル (パッチ) として含まれており、それに含まれるファームウェア、ドラ
イバ、ツール、ユーティリティーはすべて一緒にテストされ、サーバーとの互換性が
保証されています。

各パッチは zip ファイルで、ReadMe ファイル、およびファームウェアやソフトウェ
アファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe ファイルに
は、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよび修正された
バグの詳細が記載されています。

My Oracle Support では、次の表で説明するようなサーバー用の一連のソフトウェアリ
リースが提供されています。これらのソフトウェアリリースを入手するには、ファイ
ルを My Oracle Support からダウンロードします。

表 3 ソフトウェアリリースパッケージ

パッケージ名 説明 このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X6-2 SW リリース – Firmware
Pack

Oracle ILOM、BIOS、オプション
カードファームウェアを含む、す
べてのシステムファームウェアが
含まれます。

最新のファームウェアが必要なと
き。

X6-2 SW リリース – OS Pack 特定の OS のすべてのツール、ド
ライバ、およびユーティリティー
のパッケージが含まれます。OS
Pack は、サポートされているオペ
レーティングシステムのバージョ
ンごとに入手できます。

含まれているソフトウェアは、
Oracle Hardware Management
Pack、LSI MegaRAID ソフトウェ
ア、および Oracle 推奨のオプショ
ンのソフトウェアです。

Windows OS の場合、OS Pack に
は Intel Network Teaming and Install
Pack も含まれます。

OS 固有のツール、ドライバ、ま
たはユーティリティーを更新する
必要があるとき。
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My Oracle Support からファームウェアおよびソフトウェア更新をダウンロードする

パッケージ名 説明 このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X6-2 SW リリース – All Packs Firmware Pack とすべての OS Pack
が含まれます。

このパックには Oracle VTS イメー
ジは含まれません。

システムファームウェアと OS 固
有のソフトウェアの組み合わせを
更新する必要があるとき。

X6-2 SW リリース – Diagnostics Oracle VTS 診断イメージを含みま
す。

Oracle VTS 診断イメージが必要な
とき。

My Oracle Support からの更新の入手

My Oracle Support Web サイト (https://support.oracle.com) から最新のファーム
ウェアおよびソフトウェアを取得できます。手順については、41 ページの「My
Oracle Support からファームウェアおよびソフトウェア更新をダウンロードする」を参
照してください。

My Oracle Support からファームウェアおよびソフ
トウェア更新をダウンロードする

1. My Oracle Support の Web サイト (https://support.oracle.com) にアクセスしま
す。

2. My Oracle Support にサインインします。

3. ページの上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。
画面右に「パッチ検索」ペインが表示されます。

4. 「検索」タブ領域内で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
検索フィールドを含む「検索」タブ領域が表示されます。

5. 「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。
あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部 (Oracle Server X6-2
など) を入力します。

6. 「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選択
します。
使用可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、リストを展開します。

7. 「検索」をクリックします。
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「パッチの詳細検索結果」画面が表示され、ソフトウェアリリースのパッチが一覧表
示されます。

入手可能なソフトウェアリリースの説明については、40 ページの「ソフトウェア
リリース」を参照してください。

8. ソフトウェアリリースのパッチを選択するには、ソフトウェアリリースのバージョン
の横のパッチ番号をクリックします。
Shift キーを使用すると複数のパッチを選択できます。

ポップアップアクションパネルが表示されます。パネルには、「README」、「ダウ
ンロード」、「計画に追加」オプションなど、いくつかのアクションオプションがあ
ります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するボタンをクリックして、「な
ぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

9. このパッチの ReadMe ファイルを確認するには、「README」をクリックします。

10. ソフトウェアリリースのパッチをダウンロードするには、「ダウンロード」をクリッ
クします。

11. 「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zip ファイル名をク
リックします。
ソフトウェアリリースのパッチがダウンロードされます。

その他の方法を使用した更新のインストール

My Oracle Support を使用する方法のほかに、次のいずれかの方法を使ってファーム
ウェアおよびソフトウェア更新をインストールすることもできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controller を使っ
て Oracle から自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise
Controller 内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops
Center でファームウェアを 1 つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャー
シにインストールできます。
詳細は、次にアクセスしてください。
http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack ソフトウェ
ア内の fwupdate CLI ツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新で
きます。
詳細は、次にある Oracle Hardware Management Pack のドキュメントライブラリを参
照してください。
http://www.oracle.com/goto/ohmp/docs
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■ Oracle ILOM – Oracle ILOM の Web インタフェースまたはコマンド行インタフェー
スを使って Oracle ILOM および BIOS のファームウェアを更新できます。
詳細は、次にある Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.2 のドキュメントラ
イブラリを参照してください。
http://www.oracle.com/goto/ilom/docs

注記 - 新しい Oracle ILOM の機能のリストは、『Oracle ILOM 機能更新およびリリース
ノートファームウェア Release 3.2.x』に記載されています。

Oracle サポート

ファームウェアおよびソフトウェア更新の取得または完全なソフトウェアアプリケー
ションのダウンロードに関してサポートが必要な場合は、Oracle サポートに連絡でき
ます。次の Oracle Global Customer Support Contacts Directory にある該当の番号を使用し
ます。

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html
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